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(

英
語
版)

 

(
ア
ラ
ビ
ア
語
版)

 

 (

目
次)

 

 

見
果
て
ぬ
平
和 

―
 

中
東
の
戦
後
７
５
年
（
百
八
十
五
） 

 

第
七
章 

「
ア
ラ
ブ
の
春
」―

は
か
な
い
夢
の
ひ
と
時
（
十
八
） 

 

百
八
十
五 

シ
リ
ア
情
勢
：
敵
の
敵
は
味
方
か
敵
か
？ 

(

二―

五)
 

 
Ｓ
Ｄ
Ｆ
内
の
有
力
な
勢
力
で
あ
る
Ｙ
Ｐ
Ｇ
は
シ
リ
ア
北
東
部
に
住
む
ク
ル
ド
人
に
よ
る
軍
事
組
織
で
あ
る
。

ク
ル
ド
人
は
シ
リ
ア
、
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
四
か
国
に
分
布
し
て
お
り
民
族
独
立
を
掲
げ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
政
府
と
対
立
し
て
い
る
。
シ
リ
ア
民
主
軍
は
ス
ン
ニ
派
の
世
俗
軍
事
勢
力
と
し
て
米
国
、
ト
ル
コ
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
な
ど
が
支
援
し
て
い
る
が
、
ト
ル
コ
は
ク
ル
ド
人
の
独
立
運
動
を
警
戒
し
て
Ｙ
Ｐ
Ｇ
を
排
除
し
よ

う
と
し
て
い
る
。 

 

ヌ
ス
ラ
戦
線(

現
フ
ァ
ト
フ
軍)

は
国
際
的
テ
ロ
組
織
ア
ル
・
カ
イ
ダ
の
流
れ
を
汲
ん
で
お
り
、
イ
ス
ラ
ム
原

理
主
義
、
サ
ラ
フ
ィ
ー
主
義
を
標
榜
す
る
宗
教
的
色
彩
の
濃
い
勢
力
で
あ
る
。
こ
の
ヌ
ス
ラ
戦
線
か
ら
枝
分
か

れ
し
シ
リ
ア
と
イ
ラ
ク
に
ま
た
が
る
国
家
の
建
国
を
宣
言
し
た
の
が
Ｉ
Ｓ
で
あ
る
。
当
初
「
イ
ラ
ク
の
イ
ス
ラ

ム
国(

Ｉ
Ｓ
Ｉ)

」
を
名
乗
っ
て
テ
ロ
活
動
を
展
開
し
て
い
た
が
、
２
０
１
３
年
１
２
月
に
米
国
オ
バ
マ
大
統
領

が
イ
ラ
ク
戦
争
の
終
結
と
駐
留
米
軍
撤
退
を
宣
言
す
る
と
、
活
動
を
シ
リ
ア
に
も
広
げ
「
イ
ラ
ク
と
シ
リ
ア
の

イ
ス
ラ
ム
国(

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ)

」
と
改
称
、
さ
ら
に
２
０
１
４
年
に
は
「
イ
ス
ラ
ム
国
（
Ｉ
Ｓ
）
」
と
し
て
独
立
宣

言
す
る
ま
で
に
強
大
化
し
た
の
で
あ
る
。
但
し
国
家
と
は
い
っ
て
も
そ
の
内
情
は
残
虐
な
テ
ロ
集
団
、
夜
盗
集

団
で
あ
り
、
Ｉ
Ｓ
を
国
家
と
し
て
認
め
た
国
は
皆
無
で
あ
る
。 

 

http://ocininitiative.maeda1.jp/185PeaceOnHorizenChapter7-18English.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/185PeaceOnHorizenChapter7-18Arabic.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/MEHistoryJapaneseRev.html
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